
 
Children’s Rainbow Center Newsletter 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

            

 

  

 

 

 

☆「子育て支援マンション」 
ご存知ですか？ 

 

近年、一般企業が子育て支援に着目するようになって

きました。その1つとして、安心・安全な環境で子育て

ができる設備・サービス等を備えた、「子育てを支援マ

ンション」があります。マンションに保育所や地域の子

育て支援施設が併設されていたり、バリアフリー、遮音

性、けがをしないような作りになっていたりなど様々な

工夫がされています。病児保育室を設けているところも

あり、ありがたい設備を備えているところもあるようで

す。全国に先駆け、東京都墨田区では平成15年に行政

が認定を行いました。それ以降、他地域でも少しずつ拡

がっています。 

また、横浜のある商業施設では、子ども服売り場の一

角に助産師さんの相談コーナーを設置。多くのお母さん

が悩みを相談しているといいます。子育て支援のNPO

法人と協力して親子交流を深めるイベントを行う商業

施設もあります。 

今や、企業は行政やNPOなどの支援団体と手を組ん

で様々な子育て支援サービスを展開しています。少子化

が深刻な日本、こういった取り組みにより、少しでも子

育てしやすい環境になって欲しいと願います。 （南山）

性犯罪前科者の 情報を 

公開？登録？ GPS！？ 
1994 年アメリカニュージャージー州で、性犯罪者情報公開法が成立しました。

性犯罪者の顔と住所が公開される、いわゆる『ミーガン法』と呼ばれるものです。

性犯罪は再犯の多い犯罪でもあり、この法律により子どもを守ることができる、と

いう賛同の一方、差別や人権の問題が論じられてもいます。市民一般に情報が公開

されているのはアメリカのみで、カナダとイギリスでは、公開はしないものの性犯

罪者登録や転居の報告が義務付けられています。スコットランドでは、保護者が、

子どもの周囲に性犯罪者がいないか警察に問い合わせが出来るプロジェクトが進

んでいます。2009 年にある地域で試験的に始めたこのプロジェクトは、今年の 3
月にはスコットランド全域まで広がります。 

EU では、性犯罪者データベースを共有しようという働きかけがある一方、フラ

ンス、ドイツ、スペイン、イタリアは、「2004 年より実施されているイギリスの性

犯罪者登録はヨーロッパ人権条約違反だ」と批判しており、実現は難しそうです。

韓国では、2008 年に『電子足輪法』が施行され、13 歳未満に対する性犯罪、も

しくは 2 度以上の性犯罪を加害者は GPS アンクレットを装着するよう命ぜられる

ことになりました。2009 年には、装着最長期間が 10 年から 30 年に延長されまし

た。 

そして、日本では…今年 1 月、「性犯罪者に GPS 端末の携帯、必要に応じて DNA
試料の提出を義務付ける」という条例草案が宮城県で提出されました。刑期を終え

ている者に対する人権侵害で、それよりも矯正教育に力を入れるべき、との声もあ

り、この議論は今後も続きそうです。               （山辺） 

☆平成 23 年度研修をご紹介します！ 
◆地域虐待対応研修指導者養成研修 

ながーい名前ですが、名前を紐解いていくと・・・“地域で虐待対応に関する研修を企画・実施する指導者を養成する研修”です。

研修の意義にはじまり、研修の構成、研修形態、プログラムの内容など研修を企画・実施する上で必要なポイントを学びます。

この研修の目玉として、「講義映像配信」があります。研修で実際に受けた講義の一部を、インターネットを通して配信し（利用

者登録が必要です）、「講義＋演習」という組み合わせのプログラムの場合、講義は配信映像を、演習は研修受講者が行う、とい

うプランも立てられます。 

◆教育機関・児童相談所職員合同研修 

子ども虐待対応において、学校と児相の連携は極めて重要です。センターでは、今年度“特別研修”としてこの研修を実施しま

した。来年度は、さらに内容を充実し、3 日間に延長します。講義やグループ討議を通して、学校と児相がお互いの役割を認識

し、更なる連携が強化されることを目的とします。 

◆公開講座 

毎年センターでは、一般の方も対象にした公開講座を開催しています。来年度は 10 月 11 日（火）に、アメリカからフランク・

パトナム先生をお招きし、「児童福祉施設に入所した学齢期児童の解離症状の理解と対応」というテーマで講演をしていただきま

す。パトナム先生は解離の専門家であり、アメリカにおいて児童虐待に関する研究者の第一人者です。もちろん、通訳つきです

ので英語はちょっと苦手…という方も大丈夫！（参加費：無料）                       （南山） 
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           企画・編集室（担当：南山）お気づきの点は下記まで… 

〒245-0062 横浜市戸塚区汲沢町９８３番地 子どもの虹情報研修センター 

TEL 045-871-8011 FAX 045-871-8091 Email info@crc-japan.net 

 


